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第７章　産業振興部 

 

第１節　商工振興課 

 

〔総括概要〕 

 

令和 4 年度における我が国の経済は、長期化するコロナ禍に加え、ウクライナ情

勢や円安などにより、燃料や原材料といった物価が上昇し、事業者から消費者まで

経済活動に深刻な影響を受けた。特に中小企業者・小規模事業者では価格転嫁は容

易ではなく、事業継続に苦慮する事態となり、物価高騰に起因する倒産も全国的に

増加傾向にある。 

このような中、本市では「栃木市中小企業・小規模企業振興ビジョン」に掲げた

中小企業者・小規模事業者の持続的な発展に効果的な施策の推進に取り組むととも

に、市制度融資の利子補給や、市独自の補助金となる「事業継続サポート補助金」

や「原油価格高騰対策事業者支援補助金」、「電気・ガス価格高騰対策事業者補助

金」の交付など、燃料費や電気料など異例の物価高騰により多大な影響を受けた市

内の中小企業者・小規模事業者の事業継続・経営安定を積極的に支援した。 

併せて、コロナ禍において深刻な影響を受けた市経済の活性化と個人消費を喚起

するため、キャシュレス決済促進事業を実施する栃木市商工経済団体連絡協議会に

対し、補助金の交付による支援を行うとともに、市では同時期にキャッシュレス決

済機器を導入した事業者に補助金を交付した。 

また、創業支援においては、県の「とちぎまるごと創業プロデュース事業」を関

係機関と連携し実施するとともに、創業を目指す若手や女性等の創業を支援する｢蔵

の街とちぎビジネスプランコンテスト｣を開催し、新規創業や第二創業を志す優秀な

ビジネスプランへの奨励金の贈呈とともに事業化へ向けた支援に努めた。 

工業振興施策については、中小企業等が設備投資を通じて労働生産性の向上を図

るための「先端設備等導入計画」の認定を行い、税制支援などの支援措置による生

産性向上の推進に努めるとともに、中小企業者の新たな開発意欲の向上及び開発費

負担の軽減を図り、地域産業の活性化に資するための補助事業を実施した。また、

砂利採取法に基づく認可事務を行うとともに、監視員による定期的な監視活動を実

施し、採石場等における事故防止や環境保全に努めた。 

労働施策については、勤労者福祉施設の管理運営事業、勤労者への福利厚生の充

実を目的とする勤労者福祉サービスセンターの管理運営支援を実施した。市内企業

の人材確保のために、例年関係機関等との共催により実施していた対面型の就職面

接会は、コロナ禍の影響により中止を余儀なくされたが、オンラインを活用した就

活イベントを開催した。 

 

 商工振興係  
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１　商業の振興 

(1)　栃木市の産業と物産展 

本市の産業の発展と物産の普及促進を目的として、本市の誇る生産品や物産品等を

広く紹介する第 43 回栃木市の産業と物産展を商工会議所との共催で開催した。 

・実施日　　11 月 12 日(土)、11 月 13 日(日) （とちぎ秋まつりと同時開催） 

・場　所　　蔵の街第一駐車場・小江戸ひろば 

・出店数　　25 事業所 

(2)　商工団体の育成及び助成 

商工会議所、各商工会、商店会連合会、たばこ組合、青色申告会等の諸事業に助成

を行った。 

・助成実施状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円） 

(3)　大規模小売店舗立地法 

　　　大規模小売店舗立地法に基づき提出された企業の届出に対し、届出書の縦覧、庁内

連絡会議の開催による意見の集約等を実施した。 

(4)　中心市街地活性化 

　　　中心市街地の活性化を図るため「商業の活性化」と「市街地の賑わい出し」等を柱

とした各種施策を展開した。特に、市役所周辺の市中心部をより活気あるものにしよ

うと、次の事業を推進及び支援した。 

ア　中心市街地活性化支援 

栃木商工会議所と大平町商工会が事業主体の中心市街地活性化や賑わいの創出の

 名　　　　　　　　称 事業費 うち補助額 備考(目的等)

  栃木商工会議所事業費補助金 28,800,000 8,000,000 中心市街地活性化の促進等

 大平町商工会事業費補助金 36,773,430 8,000,000 地域総合振興事業　等

 藤岡町商工会事業費補助金 38,554,406 5,500,000 商工会事業助成

 都賀町商工会事業費補助金 40,611,000 5,000,000 商工会事業助成

 商工業振興費補助金 1,380,000 800,000 商店の販売促進

 西方商工会事業費補助金 22,627,372 4,000,000 商工会事業助成

 岩舟町商工会事業費補助金 40,156,000 7,000,000 商工会事業助成

  栃木市商店会連合会事業補助金 4,540,000 1,500,000 商店街近代化対策の実施 等

 
20 歳未満の者の喫煙防止事業補

助金
313,000 

230,000

180,000 

116,000

20 歳未満の喫煙防止対策等 

(栃木市たばこ組合) 

(鹿沼たばこ販売協同組合)

  青色申告推進事業補助金 850,000 30,000 青色申告制度の普及推進

 合　　　計 214,835,208 40,126,000

 
届出区分 件数（件）

 法第 5 条第 1 項（新設に関する届出等） 0

 法第 6 条第 1 項（変更の届出〔形式的変更〕） 2

 法第 6 条第 2 項（変更の届出〔実質的変更〕） 2

 法第 8 条第 4 項（市意見） 4
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ための各事業への支援を行った。 

イ　中心市街地イベント等の推進及び支援 

ウ　空き店舗活用促進事業 

　　　　新規開業者や中小企業者が対象区域内の空き店舗において開業する際に、店舗改

装費を補助し、開業及び商店街活性化のための支援を行った。 

令和 4 年度から補助内容を見直し、家賃、専門家相談費用を対象経費から除外し

て、店舗改装費の限度額を増額した。また対象エリアの拡大を行った。 

・対象事業　　小売業、飲食業及びサービス業（風俗業及び遊戯業等は除く。） 

・対象区域　　主に栃木市立地適正化計画で定める各地域における都市機能誘導

区域内の商業地域及び近隣商業地域等 

・補助内容　　店舗改装費の 2 分の 1 以内（限度額 150 万円） 

・実 績　　新規開業：4 件 

　　　　　　　　　　　前年度からの家賃継続：2 件 

(5)　キャッシュレス決済普及促進事業 

　　ア　概要 

コロナウイルス感染症対策として、新しい生活様式に対応した決済方法の普及推

進及び市内の景気回復や消費の活性化を図るため、商工会議所及び各商工会によっ

て構成される栃木市商工経済団体連絡協議会が事業主体となり、2022 栃木市キャッ

シュレス推進キャンペーンを実施した。 

　　　　・実施主体：栃木市商工経済団体連絡協議会 

　　　　・実施期間：9 月 1 日（木）～11 月 15 日（火） 

イ　補助金 

 名　　　　　　　　　称 補助額 備考

 中心市街地活性化支援事業 

（栃木商工会議所運営事業費内）
1,500,000 円 事業費助成

 産業振興活動支援事業 

（富田地区中心市街地商業振興）
200,000 円 事業費助成

 
事業名 実施日 会場

 人形まつり　 5 月 4 日(水)・5 日(木) 山車会館前広場

 県名発祥の地 

「十千木縁日」　
6 月 11 日(土) 山車会館前広場

 
蔵の街サマーフェスタ協賛 

栃っ子茶屋　
中止 －

 
蔵の街とちぎ得する 

ゼミナール

10 月 1 日(土) 

～10 月 31 日(月)

栃木市商店会連合会 

加盟商店会各所

 
第 16 回あそ雛まつり

2 月 24 日(金) 

～3 月 5 日(日)
蔵の街大通り周辺

 名　　　　　　　　　称 補助額 備考
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　　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当。 

(6)　オフィス移転等支援補助金交付事業 

　　　新型コロナウイルス感染症対策や事業継続計画により、栃木県内に本社がない会社

が栃木市内に本社を移転するか、サテライトオフィス等事務所を新設する場合に、そ

の整備費用の一部を補助することで、市商業の活性化を図った。 

　　　・補助対象：栃木市内に本社がない会社（株式会社、合名会社、合資会社、合同会 

社、（特例）有限会社）で、下記限度区分を該当する者 

　　　・限度区分及び交付限度額：①栃木市に本社を移転する会社…300 万円 

　　　　　　　　　　　　　　　　②栃木市に事務所を新設する会社…200 万円 

　　　・補助対象経費：設備工事費、改装費、事務所機能に付随する設備の工事費、備品購入 

費、オフィス開設に伴う宣伝広告費、引越し費用 

　　　・実　　績：交付件数　1 件 

(7)　先端設備等導入計画に基づく認定事務 

　　　生産性向上特別措置法に基づく「導入促進基本計画」を平成 30 年 7 月に策定し、

市内中小企業が税制支援などの支援措置を受けることができる「先端設備等導入計画」

の認定事務を行った。 

産業競争力強化法の一部を改正する等の法律の施行により、生産性向上特別措置法

が廃止され、先端設備等導入制度関係の規定が中小企業等経営強化法に移管された。 

・実 績　　新規認定　12 件 

　　　　　　 変更認定　9 件 

 

２　工業の振興 

(1)　工場立地法に基づく届出の受理業務 

工場等の適正な操業環境の保全を図るため、工場立地法に基づき、工場立地に関す

る準則との適合について審査・指導した。 

なお、工場用地の効率的な活用及び企業立地の促進を図るため、国で公表した準則

に代えて適用できる「栃木市工場立地法に基づく準則を定める条例」を制定し、緑地

面積率等を緩和している。 

・届出件数　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位：件） 

(2)　砂利採取法・採石法に基づく業務 

　　ア　砂利採取計画認可事務 

　　　　砂利採取に伴う災害発生の未然防止を図るため、砂利採取法に基づく砂利採取計 

画の認可事務を進めた。 

・認可件数　　　　　　　　　（単位：件） 

 栃木市キャッシュレス決済普及促進事業費 77,313,819 円 ポイント付与経費及び事務経費

 新　設 変　更 廃　止 承　継 名義変更 計

 １ 7 - - - 8

 山砂利 陸砂利 洗浄施設 計

 − 6 − 6
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イ　陸砂利採石監視業務 

砂利・岩石採取に伴う採取地及び周辺地域における事故・不正採取の未然防止を

図るため、公益社団法人栃木市シルバー人材センターに監視業務を委託し、2 名の

監視員による巡回監視を実施した。 

　　　　・活動実績　　　　　　　　　　　（単位：件） 

(3)　大光寺工業団地管理事業 

　　　大光寺工業団地内施設（道路、調整池等）の維持や、工場排水等による事故を未然

に防止するため、団地内の見回り及び管理業務等を実施した。 

ア　大光寺工業団地の概要 

     　総面積：15.2ha、分譲完了：昭和 63 年 9 月 

イ　大光寺工業団地内施設維持管理業務  

(ｱ)　除草業務 

公益社団法人栃木市シルバー人材センターへの委託により工業団地進入路及び

調整池の草刈りを実施した。 

・草刈り　7 月、8 月、10 月 

ウ　大光寺工業団地連絡協議会 

　　　　団地内施設の適正な維持管理を図るため、市及び立地企業で組織する大光寺工業

団地連絡協議会の活動として、定期的に清掃等を実施した。 

・団地内道路、公園等敷地清掃  

実施回数　11 回 

(4)　みずほ企業団地ふれあい協議会（新型コロナウイルス感染拡大防止のため縮小開催。） 

(5)　栃木市企業連絡協議会 

栃木市内既存企業の定着を促進し、さらなる産業集積の一助とするため、また、市

と企業、企業同士の業種間の情報交換及び各種連携の場のひとつとして、市内で製造

業を営む企業等で本会を設置している。なお、講演会については、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため、中止した。 

　　　・会員企業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（単位：事業所） 

 (6)　栃木市フードバレー構想の推進 

　　　本市の誇る「豊かな農畜産物」や「多様な食品関連企業の立地」など、恵まれた「食」 

 区　　　分 箇所数

 砂利採取法に基づく認可地(砂利採取場) 5

 砂利採取法に基づく認可地(洗浄施設) 3

 採石法に基づく認可地 12

 立地企業名（事業所名） 本社住所 工場所在地 製造品名

  トヨタホーム（株）栃木事業所  名古屋市東区泉 1-23-22  大光寺町 3487-1   鉄骨系住宅

  （株）ムトウユニパック栃木工場 江東区永代 1-7-12  大光寺町 1313-1   和・洋封筒 

  旭化学合成（株）栃木工場  板橋区小豆沢 1-12-15  大光寺町 3487-8   合成接着剤 

 栃木地域 大平地域 藤岡地域 都賀地域 西方地域 岩舟地域 合計

 21 8 3 5 5 2 44



- 484 - 

に関する地域資源を活用した産業振興を図るため、令和 3 年 12 月に「栃木市フードバ

レー構想」を策定し、令和 4 年 5 月に市内の食品関連企業 24 社と栃木商工会議所等の

支援機関により構成される「栃木市フードバレー協議会」を設立した。 

 

３　栃木市大平まちづくり交流センター（プラッツおおひら）の管理運営事業 

大平地域の中心市街地に賑わいと活力を創出するためのまちづくり拠点施設として設

置した、栃木市大平まちづくり交流センター（プラッツおおひら）の管理運営を指定管

理者制度により、株式会社大高商事に委託した。 

(1)　まちづくり交流センター利用者総数 

営業日数　　　　307 日 

利用者数　　　　86,554 人 

1 日平均  　　　　281 人 

(2)　まちづくり交流センター施設利用状況 

 

 中小企業支援係  

 

１　金融支援 

 (1)　市制度融資 

　　ア　中小企業向け資金 

　　　　市が金融機関に預託金を預け、融資限度額及び貸付利率等の融資条件を定めた信

用保証協会の保証付融資を設けることで、中小企業者及び小規模企業者の資金繰り

の円滑化を支援した。 

中小企業向け資金融資預託金（中小企業設備合理化資金、中小企業経営安定資金、

小規模企業者資金）として 13 億 6,700 万円、中小企業緊急景気対策特別資金融資預

託金として 6 億 2,200 万円、中小企業創業資金融資預託金として 5,700 万円を、そ

れぞれ栃木県信用保証協会を介して取扱金融機関に預託し、融資の利用促進を図っ

た。 

(ｱ)　中小企業設備合理化資金 

　　　　　中小企業者の設備の合理化を支援するための設備資金。 

　　　　　・融資限度額　　2,000 万円 

　・返 済 期 間　　10 年以内（据置き 6 か月以内） 

　・年　　　利　　1.6 ％（5 年以内） 

1.9 ％（7 年以内） 

2.1 ％（10 年以内） 

 区　　　分 使用時間(時間) 利用者数(人)

 多目的ルームＡ 364 1,517

 多目的ルームＢ 233 546

 遮音スタジオ 418 239

 交流サロン 410 283
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　　　　　・協 調 倍 率　　3 倍 

　　　　　・融 資 状 況 

(ｲ)　中小企業経営安定資金 

　　　　　中小企業者の経営の安定化を支援するための運転資金。 

　　　　　・融資限度額　　2,000 万円 

　・返 済 期 間　　7 年以内（据置き 6 か月以内） 

　・年 利　　1.4 ％（3 年以内） 

1.6 ％（5 年以内） 

1.8 ％（7 年以内） 

　　　　　・協 調 倍 率　　3 倍 

　　　　　・融 資 状 況 

(ｳ)　小規模企業者資金 

　　　　　特に資金供給が行われにくい小規模企業者の資金調達を支援するための設備資

金及び運転資金。 

・融資限度額　　1,250 万円 

　・返 済 期 間　　5 年以内（据置き 6 か月以内） 

　・年 利　　1.4 ％（3 年以内） 

1.6 ％（5 年以内） 

　　　　　・協 調 倍 率　　3 倍 

　　　　　・融 資 状 況 

(ｴ)　中小企業緊急景気対策特別資金 

売上の減少（新型コロナウイルス感染症の影響による売上減少を含む）が生じ

ている中小企業者、取引金融機関の破綻、合併等により資金面から経営上の支障

を来している中小企業者の資金調達を支援するための運転資金。 

　・融資限度額　　売上の減少　　　　　　　　1,000 万円 

      　　　　　　　　　　取引金融機関破綻、合併等　1,000 万円 

　・返 済 期 間　　5 年以内（1 年超の場合に据置き 6 か月以内） 

　・年 利　　1.0 ％（1 年以内） 

　　　　　　　　　　1.1 ％（3 年以内）　　　 

         　 　　　1.3 ％（5 年以内） 

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 21 件 131,269 千円 23 件 133,740 千円 23 件 179,600 千円

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 230 件 1,815,600 千円 166 件 1,239,300 千円 86 件 763,800 千円

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 31 件 90,500 千円 20 件 63,800 千円 13 件 45,200 千円
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　・協 調 倍 率　　3 倍 

　・融 資 状 況 

(ｵ)　中小企業創業資金 

市内で新たに創業する者や事業転換を行う中小企業者の資金調達を支援するた

めの設備資金及び運転資金。 

　・融資限度額　　500 万円 

　・返 済 期 間　　5 年以内（1 年超の場合に据置き 6 か月以内） 

　・年 利　　1.6 ％（申込人（法人の場合は代表者）が女性又は若者（融

資実行時の年齢が 40 歳未満）である場合は、0.2％引下げ） 

　・協 調 倍 率　　2 倍 

　・融 資 状 況 

　　イ　まちづくり資金 

歴史的町並み景観形成資金及び栃木駅周辺地区まちづくり資金の取扱金融機関で

ある足利銀行栃木支店、栃木信用金庫本店及び栃木銀行栃木支店に対し、預託金と

して計 300 万円を預けた。 

(ｱ)　歴史的町並み景観形成資金 

蔵の街大通りや巴波川周辺地区において魅力的な街づくりを推進するための、

歴史的建造物を生かした景観修復等に対する融資。 

　・融資限度額　　3,000 万円 

　・返 済 期 間　　15 年以内 

　・年 利　　2.2 ％（5 年以内） 

　　　　　　　　　　　　2.4 ％（10 年以内） 

　　　　　　　　　　　　2.7 ％（15 年以内） 

　　　　・協 調 倍 率　　3 倍 

　　　　　・融 資 状 況　　融資実績なし 

(ｲ)　栃木駅周辺地区まちづくり資金 

市の玄関口にふさわしい魅力ある街づくりを推進するための、栃木駅周辺地区

の景観形成に対する融資。 

　・融資限度額　　3,000 万円 

　・返 済 期 間　　15 年以内 

　・年 利　　2.2 ％（5 年以内） 

　　　　　　　　　　　　2.4 ％（10 年以内） 

　　　　　　　　　　　　2.7 ％（15 年以内） 

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 24 件 153,000 千円 86 件 567,700 千円 281 件 1,826,200 千円

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 5 件 16,200 千円 7 件 31,000 千円 11 件 33,800 千円
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　　　　・協 調 倍 率　　3 倍 

　　　　　・融 資 状 況　　融資実績なし 

ウ　勤労者向け資金融資 

　　勤労者住宅資金の取扱金融機関である中央労働金庫栃木支店に対し、令和 3 年 12

月末時点の債務残高の補填として 150 万円を預託金として預けた。 

(ｱ) 勤労者住宅資金 

市内在住の中小企業勤労者に、住宅用土地建物購入資金を貸付け、住宅取得促

進を図るため、平成 29 年度まで融資申込み受付を実施していたが、市中金利の低

下等により、勤労者住宅資金の需要がなくなり、平成 30 年度以降は新規受付を終

了した。現在は、償還中の勤労者の債務残高に対し、中央労働金庫栃木支店へ預

託金を預けている。 

　・融資限度額　　2,000 万円 

　・返 済 期 間　　35 年以内 

　・年 利　　2.5 ％（平成 29 年度） 

　　　　　・協 調 倍 率　　3 倍 

(2)　中小企業向け資金融資信用保証料補助金 

市制度融資（中小企業向け資金）の利用者が栃木県信用保証協会に支払う信用保証

料を当該年度に全額補助し、負担を軽減すると共に、市制度融資利用促進を図った。 

(3)　経営安定関連保証（セーフティネット保証）認定・危機関連保証認定 

取引先の再生手続等の申請や事業活動の制限、災害、取引金融機関の破綻、大規模

な経済危機等による信用の収縮等により経営の安定に支障を生じている中小企業者に

対して、中小企業信用保険法第 2 条第 5 項の規定に基づく認定を行った。また、災害

等の危機時に、全国・全業種を対象として中小企業信用保険法第 2 条第 6 項の規定に

基づく認定を行った。 

・認定状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：件） 

 
区　　　分

令和 4 年度 令和 3 年度

 件数(件 ) 金額(円) 件数(件 ) 金額(円)

 設 備 合 理 化 21 3,215,592 23 3,300,221

 経 営 安 定 230 33,212,513 166 18,513,298

 小 規 模 企 業 者 31 1,757,876 20 1,406,467

 緊 急 景 気 対 策 24 2,764,986 86 10,571,938

 創 業 5 346,644 7 699,257

 合　　計 311 41,297,611 302 34,491,181

 保険法 適用事項 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 第 5 項第

1 号
連鎖倒産防止 　　－ 　　－ 　　－

 第 5 項第

2 号

取引先企業のリストラ等の 

事業活動の制限
　　－ 　　－ 　　－

 第 5 項第

3 号
突発的災害（事故等） 　　－ 　　－ 　　－

 第 5 項第

4 号
突発的災害（自然災害等） 　　69 　　118 　　1,213
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(4)　小規模事業者経営改善資金融資制度利子補助金 

㈱日本政策金融公庫の「小規模事業者経営改善資金（マル経融資）」を利用した小

規模事業者の借入れ当初の負担軽減と経営の安定化を図るため、当該融資に係る利子

の一部を補助した。 

　　　・補助対象融資：令和 2 年 1 月以降に実行した融資 

・補 助 率：返済利子の 2 分の 1 

　　　・支援年限：融資実行後 2 年間 

　　　・補助上限額：8 万円 

　　　・補助金交付実績 

(5)　新型コロナウイルス感染症対策中小企業緊急資金利子補助金 

新型コロナウイルス感染症の影響により業況が悪化している中小企業を支援するた

め、市制度融資等の対象融資の利用に伴う利子の一部を令和 2 年度から補助している。 

・令和 2 年度申請分 

　対 象 者：次のいずれにも該当する中小企業者 

　　　　　　①市内で事業活動を営む者 

　　　　　　②令和 2 年 3 月 2 日から令和 3 年 3 月 31 日までの間に対象融資を利用

した者 

　　　　　　③市税に関する徴収金に未納がない者 

　対象融資：①栃木市緊急景気対策特別資金（新型コロナウイルス感染症の影響に

より売上が減少した者に限る。） 

②栃木県制度融資「新型コロナウイルス感染症緊急対策資金」 

③栃木県制度融資「新型コロナウイルス感染症対策パワーアップ資金」 

　補助金額：第 1 回目の利子の支払月の初日から 5 年間に支払った利子額（栃木県

が給付する利子補給金の対象となる利子を除く。） 

・令和 3 年度申請分 

　対 象 者：次のいずれにも該当する中小企業者 

　　　　　　①市内で事業活動を営む者 

 第 5 項第

5 号
業況の悪化している業種 6    9        39

 第 5 項第

6 号
取引金融機関の破綻     －     －     －

 第 5 項第

7 号

金融機関の経営の相当程度の 

合理化に伴う金融取引の調整
　　－ 　　－ 　　－

 第 5 項第

8 号

金融機関の整理回収機構に 

対する貸付債権の譲渡
　　－ 　　－ 　　－

 
第 6 項 危機関連保証     － 　　47 　　498

 
合　　　　　計 75      174    1,750

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 47 件 504,900 円 80 件 985,800 円 165 件 2,272,200 円 
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　　　　　　②令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 3 月 31 日までの間に対象融資を利用

した者 

　　　　　　③市税に関する徴収金に未納がない者 

　　　　　　　※令和 2 年度に本補助金申請済みの者は対象外。 

　対象融資：栃木市緊急景気対策特別資金（新型コロナウイルス感染症の影響によ 

り売上が減少した者に限る。） 

　補助金額：第 1 回目の利子の支払月の初日から 5 年間に支払った利子額 

　　・補助金交付実績 

 

２　中小企業振興事業 

 (1)　栃木市中小企業・小規模企業振興審議会 

平成 29年 6月に制定した栃木市中小企業・小規模企業の振興に関する条例に基づき、

中小企業・小規模企業の振興に関する施策を計画的かつ総合的に推進するために必要

な事項を審議するための組織である栃木市中小企業・小規模企業振興審議会を開催し

た。また、中小企業・小規模企業振興ビジョン策定から 5 年が経過することから、現

状把握及び見直しのため、アンケートを実施した。 

ア　委員の構成 

・学識経験を有する者　　　　　1 人 

・市内中小企業者を代表する者　6 人 

・関係団体から選出された者　  5 人 

・公募による者　　            2 人　　　　合計 14 人 

 　 イ　会議の開催 

　　ウ　中小企業・小規模企業振興ビジョンアンケート調査 

　　　　・実施期間：12 月 7 日から 1 月 10 日 

　　　　・アンケート調査送付先：1,500 社 

　　　　・回収結果：回収件数 348 件、回収率 23.2％ 

(2)　新製品等開発支援事業補助金 

栃木市内において、新製品等の研究開発を行う中小企業者の取組に補助金を交付す

る。 

　　　・対象事業　　新製品・新技術の開発を行おうとする中小企業者で、補助金審査会

 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度

 件 数 金　　額 件 数 金　　額 件 数 金　　額

 710 件 43,192,120 円 629 件 33,135,860 円 251 件 9,952,699 円

 期　日 場　所 主な議案等

 

8月2日（火）501会議室A・B

・栃木市中小企業・小規模企業振興ビジョンに掲げる具

体的な取組の検証について 

・新型コロナウイルス感染症に係る中小企業者等への市

の支援策の実施状況について 

・栃木市中小企業・小規模企業振興ビジョンアンケート

調査（案）について
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において採択されたもの。 

　　　・補助内容　　補助対象経費の 2 分の 1 に相当する額（限度額 50 万円） 

　　　・実 績　　0 件 

 (3)　産業財産権取得費補助金 

市内の中小企業者の競争力を高め、本市における産業の活性化を図ることを目的に、

産業財産権の取得費用に対する助成を行った。 

・対　　　　　　　象　　産業財産権を取得した中小企業者 

・対象となる産業財産権　　特許権、実用新案権、意匠権、商標権 

・補助、助成金の内容　　特許等取得に対する助成 

取得後6か月以内に申請 

取得対象費用の1/2とする 

（特許権は50万円を、それ以外は10万円を限度とする） 

・補助実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (単位：件) 

(4)　産業振興団体補助 

商工関係諸団体の健全な育成と活動を支援し、産業の振興と活性化を図るため、県

内産業支援団体へ負担金を支出した。 

ア　栃木県産業振興センター負担金 

県内産業の振興を目的として、高度技術の開発及び利用の促進、創業や新分野展 

開など新事業の創出促進、中小企業の経営革新等に関する諸事業を総合的に推進す

る機関として設置された栃木県産業振興センターへ負担金を支出した。 

・本市負担金　10,500 円 

イ　ジェトロ栃木情報センター負担金 

中小企業等の国際ビジネス展開支援、日本企業の海外ビジネス展開支援など、日 

本の貿易の振興に関する事業、開発途上国・地域に関する研究を行うジェトロ栃木

情報センターへ負担金を支出した。 

・本市負担金　200,000 円 

 

３　創業支援 

(1)　蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト 

市内において多くの創業が実現すること、若者や女性等の創業に関する機運を高め

ることを目的として、ビジネスプランコンテスト 2022 を開催した。 

本市において創業を目指す方や、創業後間もない方等から 15 件のビジネスプランの

応募があり、新規性や実現可能性等において優秀なプランを表彰するとともに、事業

化を支援するための奨励金を贈呈した。 

また、「とちぎおいしいーとこフードバレー賞」を新設し、「食」に関する優秀な

プランを表彰することで、栃木市フードバレー協議会の知名度の向上及び栃木市の

「食」の推進を図った。 

  特許権 実用新案権 意匠権 商標権 合計

 3 0 0 9 12
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ア　開催内容 

イ　表彰 

　　　　・最優秀賞：綾川 浩史 

　　　　・若者特別賞：松本 静香 

　　　　・女性特別賞：黒川 友香子 

　　　　・優秀賞：成沢 諒、木戸間 海 

　　　　・とちぎおいしいーとこフードバレー賞：木戸間 海 

ウ　審査員 

　　　　・染谷 勝彦（企業再建・承継コンサルタント協同組合　組合員） 

　　　　・荒井 大（㈱あしぎん総合研究所　代表取締役） 

　　　　・伊藤 一嘉（㈱UI志援コンサルティング　代表取締役） 

　　　　・籠谷 めぐみ（㈱Airy coco　代表取締役） 

　　　　・秋間 広行（市産業振興部長） 

(2)　とちぎまるごと創業プロデュース事業 

　　　創業しやすい環境づくりを推進するため、県が実施している「とちぎまるごと創業

プロデュース事業」により派遣された創業プロデューサーとともに、商工団体と協力

して新規創業者の受入れ環境づくりを行うためのワークショップ等を実施した。 

　　　・商工団体とのワークショップ 

　　　　実施回数　4 回 

 

４　新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う事業者支援事業 

　　新型コロナウイルス感染症の影響により売上減少等の経営課題を抱えている市内事業

者を支援するため、各種補助制度等を創設し、業績が悪化している事業者の事業継続及

び経営の安定を図った。 

 内容 実施日 会場

 
募集期間

8 月 1 日(月) 

～10 月 31 日(月)
―

 
ブラッシュアップセミナー【基礎編】 11 月 29 日(火) 市役所本庁舎　501 会議室

 
書類審査会 12 月 8 日(木) 市役所本庁舎　401 会議室

 
若手経営者との意見交換会 12 月 13 日(火) 栃木商工会議所

 
ブラッシュアップ個別相談会【応用編】1 月 12 日(木)

市役所本庁舎 

正庁B･401 会議室

 
プレゼンテーション最終審査会・表彰式 

過去コンテスト受賞者報告会
1 月 30 日(月)

キョクトウとちぎ蔵の街楽 

習館　大交流室

 
ステップアップ個別相談会 2 月 21 日(火) 市役所本庁舎　501 会議室
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(1)　事業継続サポート補助金 

　　　・補助内容　国の『事業復活支援金』又は県の『栃木県新型コロナウイルス感染拡

大防止営業時間短縮協力金』の支給決定を受けた市内事業者に対し、

補助金を支給した。 

・補助金額　5 万円（定額） 

・実施状況　1,232 件　61,600 千円 

(2)　キャッシュレス決済機器導入支援補助金 

　　　・補助内容　新型コロナウイルス感染症の影響が長期間にわたっていることから、

キャッシュレス決済を導入する市内事業者に対し、補助金を交付した。 

・補助金額　補助対象経費の3分の2に相当する額 

・補助上限額　20 万円 

・実施状況　12 件　724 千円 

(3)　事業者応援ＰＲ事業 

・補助内容　新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少している市内事業

者を支援するため、ケーブルテレビを活用し、1 事業者あたり 1 分の

ＰＲ映像を放送するＰＲ事業を実施した。 

・補助対象者　市内に事業所を有する事業者又は市内に住所を有するフリーランス 

・実施状況　100 件　4,400 千円 

 

５　原油価格及び物価高騰に伴う事業者支援事業 

　　原油価格及び物価高騰の影響により売上減少等の経営課題を抱えている市内事業者を

支援するため、各種補助制度を創設し、業績が悪化している事業者の事業継続及び経営

の安定を図った。 

(1)　原油価格高騰対策事業者支援補助金 

　　　・補助内容　①燃料費 

令和 4 年 2 月から同年 4 月までの間に購入した事業の用に供する燃

料（ガソリン、灯油、軽油及び重油）の購入費。 

②電気料 

令和 4 年 2 月から同年 4 月までの間に使用した事業の用に供する電

気の使用料。 

・補助金額　燃料費と電気料を合算して得た額に 2 分の 1 を乗じて得た額。（1,000 

円未満は切り捨て。）下限：5 万円、上限：30 万円 

・実施状況　件数 437 件　82,834 千円 

(2)　電気・ガス価格高騰対策事業者支援補助金 

　　　・補助内容　令和 4 年 5 月から同年 9 月までの間に使用した事業用の電気料及びガ

ス料金の合計が 20 万円以上である市内事業者に対し、補助金を支給し

た。 

　　　・補助金額　5 万円（定額） 

　　　・実施状況　470 件　23,500 千円 
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５　勤労者支援 

(1)　勤労者福祉サービスセンター支援事業 

中小企業勤労者に対する福利厚生制度の充実を目的として、各種事業を実施する栃

木市勤労者福祉サービスセンターの管理運営を支援し、労働者の勤労意欲の増進及び

中小企業における人材の確保・定着に努めた。 

ア　事業団体 

・栃木市勤労者福祉サービスセンター（愛称　ウェルワークとちぎ） 

・理事長　　大川秀子 

・所在地　　入舟町 6-8 

　　　　・会員数　　事業所数　　　　426 事業所 

　　　　　　　　　　従業員数　　　　1,484 人 

イ　会議関係 

ウ　実施事業 

　　 (ｱ)　余暇活動事業 

　　　　ａ　スポーツ・レクリエーション事業及び旅行事業 

 期　　日 場　所 内　　容

 
5 月 13 日(金)

栃木県小山労政事

務所

栃木県小山労政事務所管内労働関係機関等

連絡会議

 
5 月 20 日(金)

キョクトウとちぎ

蔵の街楽習館 

（市民交流センター）

第1回サービスセンター理事会

 7 月 13 日(水) オンライン 全福センター業務運営研修会

 
7 月 28 日(木)

栃木県南地域地場

産業振興センター
第1回栃木4共済会連絡協議会

 
7 月 28 日(木)

栃木県南地域地場

産業振興センター

第1回全福センター関東ブロック協議会関

東 V 地区運営委員会

 10 月 13 日(木) 

～14 日(金)
ミナカ小田原 全福センター東ブロック会議

 
1 月 16 日(月) オンライン 関東ブロック協議会実務研修会

 
3 月 13 日(月)

キョクトウとちぎ

蔵の街楽習館 

（市民交流センター）

第2回サービスセンター理事会

 
3 月 23 日(木)

栃木県南地域地場

産業振興センター
第2回栃木4共済会連絡協議会

 
3 月 23 日(木)

栃木県南地域地場

産業振興センター

第2回全福センター関東ブロック協議会関

東 V 地区運営委員会

 期　　日 内　　　　　容 場　　所 参加人員(人)

  11 月 15 日(火) 

～1 月 15 日（日）
スタンプラリー 市内 8 施設 35

 
11 月 16 日(水) 第 39 回ボウリング大会 サンプラザボウル 41
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　　　　ｂ　旅行等補助事業　　　　　　　　　　　　  　（単位：人） 

　　 (ｲ)　余暇施設利用事業　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　（単位：人） 

(ｳ)　在職中の生活安定事業 

　　　　　・慶弔給付金　　　（単位：件) 

　　 (ｴ)　文化教養健康事業 

　　　　ａ　自己啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 その他 

主催事業助成

栃木シティフットボール観戦チケット助

成
― 4

 合　　　　　計 80

 宿泊施設利用補助 165

 提携ツアー利用補助 5

 合　　　　　計 170

 提　携　施　設　名 利用人数

 東武動物公園（東武法人アトラクションパスセット） 446

 那須ハイランドパーク 278

 東京ディズニーランド・東京ディズニーシー 582

 シネマロブレ 5（映画館） 1,065

 小山温泉「思川」割引利用 158

 小山温泉「思川」回数券 9

 大平ぶどう団地（ぶどう狩り） 232

 栃木市総合運動公園プール 140

 宇都宮動物園 359

 那須どうぶつ王国 197

 スパリゾートハワイアンズ 189

 国営ひたち海浜公園プレジャーガーデン 29

 観光農園いわふね（フルーツ狩り） 111

 合　　　計 4,335

 給付項目 件　数

 結 婚 祝 金 2

 出 産 祝 金 18

 銀 婚 祝 金 13

 入 学 祝 金 78

 傷 病 休 業 保 険 金 20

 疾 病 死 亡 等 保 険 金 2

 不慮の事故死亡等保険金 0

 死 亡 弔 慰 金 36

 合　　計 143

 期　　日 内　　　容 場　　所 参加人数
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　　　　b　健康の維持増進事業　　　　　　 （単位：人） 

　　 (ｵ)　広報宣伝活動（ＰＲ活動） 

　　　　　会報誌「ウェルワークとちぎ」（年 6 回発行）を発行 

　　　　　ＦＭくらら 857 とち介ハッピータウン出演（3 回） 

　　 (ｶ)　会員勧誘活動 

本庁、栃木商工会議所及び各商工会書架に会報誌を掲示し、「ウェルワークと

ちぎ」の周知・勧誘を図った。 

タウン誌折込チラシにサービスセンターの紹介を掲載し、新会員の獲得を図っ

た。 

各商工会に「ウェルワークとちぎのご案内」折込を依頼した。 

ＦＭくらら 857 出演の際、サービスセンターの周知・勧誘を図った。 

　　 (ｷ)　その他 

会員の誕生月に「バースデープレゼント」、満 20 歳の会員に「はたちのプレゼ

ント」、金婚・珊瑚婚祝を申請した会員に「金婚・珊瑚婚祝品」を贈呈した。 

クリスマスプレゼントとして「こども商品券」（2,000 円相当）を 12 月にサー

ビスセンターより 4 歳児の子がいる会員に送付した。 

 (2)　労働団体の支援 

連合栃木下都賀地域協議会の実施する勤労者福利厚生事業等に対して補助を行うこ 

とにより、事業実施を支援した。 

 8 月 29 日(日) 苔テラリウム作り教室 とちぎ花センター 16

 
12 月 11 日(日)

フラワーアレンジメント＆寄せ植え
教室

キョクトウとちぎ
蔵の街楽習館 
（市民交流センター）

18

 

通　年

みかも山公園みどりの相談所講座 63

 ＮＨＫ学園生涯学習通信講座 0

 栃木市大平文化会館等の各種チケットのあっせん 43

 栃木市民大学等文化教養健康事業助成 4

 合　　　　　計 144

 事業名 人数

 人間ドック・脳ドック助成事業 116

 インフルエンザ予防接種受診助成事業 165

 合　　　　　計 281

 名　　　　　　　　　　　　　　称 補助額(円)

   第 93 回栃木県メーデー下都賀地区大会補助金　 　  　　50,000 

 福利厚生活動補助金 　　  130,000 

 

内　訳

スポーツ大会  　 　 20,000 

 野球大会  　 　 30,000 

 家族ふれあい行事  　 　 40,000 

 列島クリーン作戦 　　　 10,000 
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(3)　就業安定対策 

ア　栃木市就業安定対策協議会 

市内企業及び関係団体の代表者等で組織する栃木市就業安定対策協議会の活動と

して、安定した就労の促進と職場内における人権問題の早期解決を図るため、市民

及び市内企業に対して各種啓発活動等を実施した。 

(ｱ)　求人情報の提供 

ハローワーク栃木求人情報の配布（通年）及びホームページへの掲載 

(ｲ)　会議及び啓発事業 

　　イ　就職面接会等の開催 

市内事業所における人材の確保と、地元での就職を希望する新規学卒者及び若年

者や中高年の求職者等への支援として、関係機関との連携により就職面接会等の就

労支援イベントを開催した。 

 新春の集い 30,000 

 実施日 内　　　容

 9 月 12 日（月） 栃木市就業安定対策協議会

 11 月 25 日(金) 人権啓発資料（パンフレット）送付

 11 月 28 日(月) 人権週間における街頭啓発

 3 月 9 日（木） 働き方改革講演会

 実施日 内　　　容 会　　場

 

7 月 15 日(金)

就活応援セミナー・個別相談会 

とちぎ女性・高齢者等新規就業支援事業の一環と

して開催
市役所本庁舎 

201 会議室
 　対象者：求職中の女性・高齢者 

　参加求職者：1人

 

8 月 5 日(金)

就活個別相談会 

とちぎ女性・高齢者等新規就業支援事業の一環と 

して開催 

　対象者：求職中の女性・高齢者 

　参加求職者：3人

キ ョ ク ト ウ と ち

ぎ蔵の街楽習館 

研修室 1・2

 

①9月 26日(月) 

②12月 9日（金）

ミニ就職面接会 

　とちぎ女性・高齢者等新規就業支援事業の一環と

して開催 

　対象者：求職中の女性・高齢者 

 

①参加企業7社　参加求職者2人 

②参加求職者5人

① 市 役 所 本 庁 舎

501 会議室 

 

② キ ョ ク ト ウ と

ち ぎ 蔵 の 街 楽 習

館研修室 1・2
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 (4)　職業訓練支援 

技能労働者の養成、確保及び技能水準の向上を図ることを目的に、職業能力開発促

進法の規定に基づき栃木県知事の認可を受けて設置されている共同高等産業技術学校

に対し補助を行うことにより学校の運営を支援した。 

(5)　技能顕彰 

　　技能の必要性・重要性の理解を深め、技能水準の向上及び技能者の社会的地位の向

上を図り、職業に精進する気運を高めることを目的に、本市在住・在勤の技能検定合

格者をホームページへの掲載により顕彰した。 

　　・技能検定合格者　56 人 

(6)　勤労者総合福祉センター管理運営事業 

中小企業労働者の福祉の充実と勤労意欲の向上を図るため、栃木市勤労者総合福祉セ

ンターの管理運営事業をシダックス大新東ヒューマンサービス㈱に委託し、各種講座を

開講した。 

ア　利用状況　　　 

イ　講座、イベント等の状況 

(ｱ) 自主講座 

  

 

 

 

 

2 月 24 日(金) 

 

 

 

 

とちぎで働こう！2023プロジェクト 

ケーブルテレビ（株）が主催、栃木市・栃木商工

会議所・栃木市商工経済団体連絡協議会が共催 

〇オンライン交流会 

対象者：栃木市近郊企業に就職を希望する求職者 

・第一部 

参加企業　：13社 

参加求職者：46人 

　・第二部 

　　参加企業　：9社 

　　参加求職者：30人

オンライン 

（ＺＯＯＭ）

 交付先 所在地 金額等

 栃木共同高等 

産業技術学校

栃木市日ノ出町16番6号 

（栃木市技能センター内）

固定額500,000円＋（40,000円×市内生

徒数1人）＝540,000円

 鹿沼共同高等 

産業技術学校

鹿沼市上石川 1465 番地 4 

（鹿沼市職業訓練センター内）
定額　100,000円

 使用区分 1 階 会 議 室 2 階 会 議室 教 養 文 化 室 多 目 的ﾎｰﾙ 職 業 技 能講 習 室 研 修 室 個 人 多 目 的 ﾎｰﾙ 屋外 イ ベ ン ト 合　計

 件　数(件) 166 97 15 720 235 31 88 0 1,352

 人　数(人) 1,401 1,799 212 20,651 2,089 331 248 0 26,731

 
講座名

第 1 期(各 10 回) 第 2 期(各 10 回) 第 3 期(各 10 回) 平均年齢 

(歳)

合計 

(人)  実施日 参加 者 (人 ) 実施日 参 加 者(人 ) 実施日 参 加 者 (人 )

 
初めての書道

5 月 9 日 

～7 月 11 日
85

9 月 26 日 

～12 月 5 日
100

1 月 16 日 

～3 月 20 日
124 71 309
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 (ｲ)　単発講座、イベント 

※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、予定していた 7 月「ふれあいパーティー」、 

8 月「和小物作り講座」、12 月「ふれあいパーティー」は中止 

(7)　栃木勤労青少年ホーム管理運営事業 

ア　登録者数・利用者数（単位：人） 

 

イ　年齢層別登録者数　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

ウ　年齢層別利用状況　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

エ　栃木勤労青少年ホーム講座開講、ホーム行事、クラブ活動等の状況 

(ｱ)　定期講座 

 
健康体操

5 月 9 日 

～7 月 11 日
416

9 月 5 日 

～11 月 21 日
425

1 月 16 日 

～3 月 20 日
449 72 1,290　　

 
筋力アップ

5 月 9 日 

～7 月 11 日
399

9 月 5 日 

～11 月 21 日
361

1 月 16 日 

～3 月 20 日
422 66 1,182

 
ストレッチ＆ヨガ

5 月 11 日 

～7 月 20 日
234

9 月 7 日 

～11 月 9 日
224

1 月 11 日 

～3 月 15 日
230 64 688

 
エアロ★ダンス

5 月 11 日 

～7 月 13 日
151

9 月 7 日 

～11 月 9 日
163

1 月 11 日 

～3 月 15 日
138 64 452

 
リズム体操

5 月 12 日 

～7 月 14 日
444

9 月 8 日 

～11 月 17 日
446

1 月 5 日 

～3 月 16 日
399 74 1,289

 
イキイキ☆フィットネス

5 月 6 日 

～7 月 8 日
392

9 月 9 日 

～11 月 18

日

405
1 月 6 日 

～3 月 24 日
381 71 1,178

 合　計 2,121 2,124 2,143 69 6,388　

 名　称 開催日 参加者（人） 名　称 開催日 参加者（人）

 5月ふれあいパーティー 5月22日（日） 17 お年玉キャンペーン 1月中 23

 マヤ歴講座 6月23日（木） 11 開運手相占い 1月22日（日） 17

 9月婚活セミナー（男性） 9月11日（日） 4 消防訓練・救命処置講習 2月8日（水） 41

 消防訓練 9月21日（水） 36 2月婚活セミナー（女性） 2月19日（日） 7

 10月ふれあいパーティー 10月16日（日） 18 2月ふれあいパーティー 2月19日（日） 22

 クリスマスキャンペーン 12月中 21 防災　楽×楽　講座 3月5日（日） 7

 区　分 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35歳以上 合計

 男 0 0 1 3 30 34

 女 0 0 6 11 110 127

 合計 0 0 7 14 140 161

 区　分 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35歳以上 合計

 男 5 23 2,283 111 2,886 5,408

 女 15 62 2,648 354 5,027 8,106

 合計 20 85 5,031 465 7,913 13,514

 講　座　名 定員(人) 延べ実施回数(回) 延べ受講者数(人) 開催曜日

 ホーム登録者数 161

 ホーム利用者数 13,514
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　　　* 印は新規講座 

(ｲ)　自立・就職相談事業 

　　　　　・内　　容　　　日常の悩みや社会生活、就労に関する相談・助言 

　　　　　・実施回数　　　72回 

　　　　　・延べ相談者数　164人 

(ｳ)　ホーム行事（利用者会事業）等　 

(ｴ)　他ホームとの交流イベント等 

※ 内、栃木勤労青少年ホーム利用者の参加者数は14人 

 英会話(初級） 10 24 84 月

 選べる習字 10 6 18 月

 バドミントン 20 23 120 火

 ダイエット* 16 12 182 火

 ソフトバレーボール 20 24 171 水

 フラワーアレンジメント 10 2 31 水

 ガーデニング 10 1 10 水

 ホットボクササイズ 12 15 221 水

 スタイリッシュヨガ 20 22 332 水

 天然石でストラップ* 10 4 23 木

 ズンバ 20 26 331 木

 ピラティス 20 22 276 木

 天然石とマクラ編み* 10 4 60 金

 ベリーダンス 20 32 286 金

 つまみ細工 10 24 168 金

 水引アート* 10 4 39 金

 フラダンス 20 34 546 土

 合　　　　計 261 2,838

 行　事　概　要 実施日 参加者数(人) 会　　場

 ウイングとちぎフェスタ 

（発表会）
7 月 2 日(土) 83

栃 木 勤 労 青 少 年 ホ ー

ム体育室

 
ウイングとちぎクリスマス会 12 月 10 日（土） 43

栃 木 勤 労 青 少 年 ホ ー

ム体育室

 第 7 回栃木・大平勤労青少年ホ

ーム及び勤労者体育センター

利用者交流スポーツ大会

12 月 11 日(日) 36 勤労者体育センター

 行　事　概　要 実施日 参加人数(人) 会　　場

 県ホーム協議会ボランティア交

流会
11 月 13 日(日) 20とちぎ秋まつり会場

 大平勤労青少年ホーム利用者発

表会
12 月 3 日(土) 70※大平勤労青少年ホーム
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(ｵ)　クラブ活動 

(ｶ)　婚活イベント事業 

　 ※参加申込み人数が最小開催人数に満たなかったため  

(8)　大平勤労青少年ホーム管理運営事業 

ア　登録者数・利用者数（単位：人） 

 

イ　年齢層別登録者数　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

ウ　年齢層別利用状況　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　 （単位：人） 

エ　大平勤労青少年ホーム講座開講、ホーム行事、クラブ活動等の状況 

　　 (ｱ)　定期講座 

 ク　ラ　ブ　名 活動曜日 活動回数（回） 活動延べ人数（人）

 ベリーダンス 月 58 567

 ＧＡＣＨＩ！！！ 火 27 183

 スポーツパラダイス 水 52 468

 ユースネット 木 45 91

 ＳＳＯ 土 48 720

 ＭＢＣ 土 48 322

 ＭＶすずめ 土・日 77 1,460

 ソフラ 土 13 117

 南インド古典舞踊と即興ダンス 不定期 292 548

 合　         　計 660 4,476

 行事概要 実施日予定日 参加者数(人) 会　　場

 
クリーンアップ婚活 6 月 12 日(日) 中止※

大平勤労青少年ホー

ム

 
クリスマス会で素敵な出会いを 12 月 10 日(土) 中止※

栃木勤労青少年ホー

ム体育室

 素敵な出会いのための「ヨガ講

座」
3 月 11 日(土) 中止※

栃木勤労青少年ホー

ム体育室

 区　分 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35歳以上 合計

 男 0 0 4 2 4 56

 女 1 4 7 2 133 157

 合計 1 4 12 4 179 213

 区　分 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35歳以上 合計

 男 0 9 19 32 1,347 1,407

 女 17 25 65 40 5,636 5,783

 合計 17 34 84 72 6,983 7,190

 講　座　名 定員(人) 延べ実施回数(回) 延べ受講者数(人) 開催曜日

 ホーム登録者数      　213

 ホーム利用者数 　　7,190
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(ｲ)　自立・就職相談事業 

　　　　　・内　　容　　　日常の悩みや社会生活、就労に関する相談・助言 

　　　　　・実施回数　　　28回 

　　　　　・延べ相談者数　57人 

(ｳ)　ホーム行事（利用者会事業）等 

(ｴ)　他ホームとの交流イベント等 

　　 (ｵ)　クラブ活動 

 ズンバ 25 24　　 403　　 月

 書道 15 16　　 140　　 月

 リカバリーヨガ 25 24　　 314　　 火

 ゴルフ 25 22　　 349　　 火

 テニス 25 24　　 234　　 水

 着付け 15 14　　 86　　 水

 ヒーリングヨガ 25 20　　 195　　 水

 英会話 15 14　 87　　 木

 料理 20 20　　 94　　 金

 華道 15 　14　　 71　　 金

 ゴスペル 15 14　　 121　　 金

 リラックスヨガ 25 24 289 土

 ダイエットサーキット 25 22 279 木

 合　　　　計 　 252　　 2,662　　 　

 行　事　概　要 実施日 参加者数(人) 会　　場

 
クリーンアップ大作戦＆交流会 6 月 12 日（日） 16 大平勤労青少年ホーム

 
大平文化祭 10 月 29（土）、30 日（日） 16 大平公民館

 ハロウィンホーム祭 10 月 30 日（日） 27 大平勤労青少年ホーム

 大平青少年ホーム利用者発表会 12 月 3 日（土）        70 大平勤労青少年ホーム

 
利用者会バスツアー 2 月 26 日（日） 18

埼 玉 西 武 園 ゆうえんち、サイ

ボクハム

 
行　事　概　要 実施日 参加人数(人) 会　　場

 
ウイングとちぎフェスタ  7 月  2 日（土） 83 栃木勤労青少年ホーム体育室

 
県ホーム協議会・ボランティア交流会 11 月 13 日(日)       20 とちぎ秋まつり会場

 ウイングとちぎクリスマス会 12 月 10 日（土）      43 栃木勤労青少年ホーム体育室

 栃 木 勤 労 青 少 年 ホ ー ム 主 催　　　　　　　　

第 7 回ドッジボール大会
12 月 11 日（日） 36 栃木勤労者体育センター

 ク　ラ　ブ　名 活動曜日 活動回数（回） 活動延べ人数（人）
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(ｶ)　婚活イベント事業 

    ※参加申込み人数が最小開催人数に満たなかったため 

 (9)　勤労者体育センター管理運営事業 

勤労者をはじめとする市民の健康保持増進とスポーツの振興を図るため、勤労者体

育センターの管理運営を栃木勤労青少年ホームと一括して環境整備・いすゞビルメン

テナンス共同企業体に委託し、効率的な管理運営を実施した。　 

ア　利用状況 

(ｱ)　利用者数　（単位：人） 

 ズンバクラブ 月 19　 197　

 書道クラブ 月 5　 41　

 クレッシェンド 月 14　 29　

 コスモスクラブ 月 40 215

 ひまわり手芸クラブ 月 7 31

 大平歴史サークル 火 10　 49　

 ダンスサークル　カトレア 火、水 118 243

 ターピン中文クラブ 火 5 30

 ハナミズキ 火 49　 261　

 リカバリーヨガ 火 4　 24　

 キッズクラブ 水 18　 147　

 テニスクラブ 水 17　 104　

 リリース 　　水      48 201　

 ダイエサーキット 木 17 124

 ローズ 木 45 225

 着物リメイク 木 24　 124　

 英会話クラブ 木 25 72

 料理クラブ 金 9　 36　

 華道クラブ 金 1　 4　

 こでまり 金、月 46　 281　

 リラックスヨガクラブ 土 10　 94　

 ハッピータイム 不定期 1　 4　

 合　         　計 532　 2,536　

 行事概要 実施日 参加者数(人) 会　　場

 クリーンアップ婚活 6 月 12 日（日） 中止※ 大平 勤労 青少年ホーム

 ホーム祭クリスマスビンゴ婚活 10 月 30 日（日） 中止※ 大平 勤労 青少年ホーム

 いちご狩り婚活 3 月 26 日(日) 中止※ 大平 勤労 青少年ホーム

 　市内居住者 25,000

 市外居住者 528

 合　計 25,528
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(ｲ)　月別利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （単位：人） 

(ｳ)　曜日別利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　   　（単位：人） 

(ｴ)　種目別利用状況（団体利用のみ）　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：人） 

イ　利用者交流イベント等 

 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 市内 2,073 2,195 2,088 2,115 1,705 2,134 2,354 2,009 2,051 1,793 1,870 2,613

 市外 66 80 7 16 42 68 38 47 12 30 47 75

 合計 2,139 2,275 2,095 2,131 1,747 2,202 2,392 2,056 2,063 1,823 1,917 2,688

 曜　日 日　曜 月　曜 火　曜 水　曜 木　曜 金　曜 土　曜

 利用者数 3,845 2,882 2,452 4,164 3,062 3,348 5,775

 種　目 バレーボール バドミントン バスケット 卓　球 その他

 利用者数 3,833 1,713 2,250 14,908 1,162

 行　事　概　要 実施日 参加人数(人)

 第12回勤労者体育センターソフトバレー

ボール大会
7 月 10 日(日) 　32　

 第7回栃木・大平勤労青少年ホーム及び勤

労者体育センター利用者交流スポーツ大

会

12 月 11 日（日） 　　　　36


